　「Guide to Ald'ruhn」訳本

　「Ald'ruhn案内」

　著者不詳

　Ald'ruhnの主要地区
　Ald'ruhnはRedoran家の本拠地であり、Vvardenfellでも最大級の都市の一つです。Ald'ruhnの主要地区とは、市街地、Skar下地区〔Ald'ruhn-under-Skar〕、そしてBuckmoth要塞です。
　市街地はRedoran風の巨大な都市であり、地元で採れる巨大な昆虫の殻を用いて建造されています。そのため、家々は生物に特有の曲線を帯びて素っ気ない外装であり、それらは周囲の風景と相俟って素晴らしいものとなっています。神殿が居住区に囲まれて東の高台に位置しているのに対して、ほとんどのギルド会館・酒場・商店は街の南西区に集まっており西門やsilt strider乗場への交通の便は良いものです。
　Skar下地区はAld'ruhnに非常に特有の建築構造を有しています。すなわち、その邸宅区と議会区は、もう絶滅してしまった太古の巨大蟹の殻の下に覆われているのです。その巨大な甲殻は中央のドームを囲い込んでおり、そこからRedoran議会の会館・Redoran議員の邸宅・数少ない高級店の入口が放射状に位置しているのです。
　Buckmoth要塞は、この地域での帝国軍の駐屯地です。この堅固な壁と塔を擁する西方の要塞はAld'ruhnの街から少し南に外れて立っており、魔術師ギルドの背後に位置する南門からアクセスが可能です。
　業務
　Redoran家の業務は、Skar下地区に在る議会館ならびに議員邸宅で受けられます。街の東側に位置する神殿は信者に対して業務を行っています。Buckmoth要塞は帝国軍ならびに帝国教団の信者に対して業務を行っており、帝国教団の祭壇を擁しています。戦士ギルドと魔術師ギルドの会館は南門の傍に位置しています。高級ではあるけれど高品質の衣服商・錬金術師・エンチャンターもまたSkar下地区に存在しています。手軽な値段ではあるけれど選択の幅は狭い商店としては、Skar下地区の入口付近に店を構えている鍛冶屋・衣服商・雑貨屋・質屋・書店が利用可能です。“Ald Skarの宿屋”〔Ald Skar Inn〕と“議会クラブ”〔Council Club Cornerclub〕は西の方に、西門とsilt strider乗場の付近に見つけられます。“酒場：ポットの鼠”〔Rat in the Pot Cornerclub〕はギルド会館の立ち並ぶ南区に位置しています。
　名士
　Redoranの六人の議員であるBrara Morvayn・Hlaren Ramoran・Athyn Sarethi・Garisa Llethri・Miner Arobar・Bolvyn Venimは誰もがSkar下地区に邸宅を所有しています。Edwinna Elbertは魔術師ギルドの長であり、Percius Merciusは最近に戦士ギルドの長となりました。老齢のMethal Seranは神殿の優れた司祭かつ学者です。Raesa PulliaはBuckmoth要塞の司令官ですが、支部長は“夢見る” Imsinです。Redguard のHeanは帝国教団の司祭です。Morag Tong の長であるGoren Andarysisの擁するギルド会館はSkar下地区に見つけられます。
　交通
　北西のMaar GanならびにGnisisと南方のCalderaならびにBalmoraを接続する蛇行した街道が、Ald'ruhnの西方に位置しています。また、Balmoraに至る街道は荒野を避けるために北西に蛇行しており、再び南方のCalderaに達するまで西に向けて湾曲しています。Ald'ruhnとCalderaとを結ぶ多数の側道が存在しているので、標識を見て迷わないようにして下さい。silt strider乗場は、西門の北側に、西の街壁に沿って位置しています。そのsilt strider乗場からBalmora・Gnisis・Khuul・Maar Gan……へと、魔術師ギルドでの瞬間移動の業務によってBalmora・Vivec・Caldera・Sadrith Moraへと、手頃な値段で移動が可能です。Gnaar Mokへと徒歩で向かうためには、まず西の海岸に行ってから南に下るという、非常に長く辛い旅を強いられることになります。そこには、整備された小道も街道も存在しないのです。さらに野生動物や盗賊からの襲撃を招くことになるので、街道を外れずに旅行業務を利用するべきであるのです。
　訳注　原本にはAld'ruhnの地図が記載されている。
